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審査結果要旨
 本論文は,ヒトの頭蓋骨で側頭骨と頭頂骨を連結する鱗状縫合部について,後頭前頭位(PA)
 撮影法による多数のレ線像を明い,前頭断面での形態の分類を行い,さらに岡部を組織学的に観察
 し,形態の多様性の原因の究明を行ったものである。
 ヒトの頭蓋を構成する骨の大部分は縫合により連結されている。側頭骨は下顎窩で下顎骨下顎頭
 と顎関節を構成し,側頭骨鱗部には眠囑筋である側頭筋が付着している。織部は頭頂に向かって鱗
 状に広がり,頭頂骨の下端と縫合により連結している。頭蓋骨の縫合部には,旗齢とともに骨癒合
 の傾向がみられるが,鱗状縫合部は他の縫合部に比べて骨癒合の頻度が低いといわれている。本論
 文では,10～89歳の男性604例,女性566例のPA撮影法によるレ線像を用い,左右の鱗状縫合部の
 前頭断面での形態を観察し,男女共犯歳毎の年齢群問で比較した。さらに,組織学的には50～87歳
 の神体の解剖実習遺体の頭蓋を用い,脱灰標本を作製し,光学顕微鏡下で観察した。
 本論文によると,レ線的観察では,鱗状縫合部は,①各例には形状の差がみられ,内方から外上
 方に走る離開や偏位がありレ線透過像を示すnon-contacted症例と示さないcontacted(C)型と
 に分かれ,non-contacted症例はさらに鱗状縫合部で側頭骨と頭頂骨の外側面の移行が滑らかで偏
 位を伴わないseparating(S)型,縫合部に離開と偏位がある翻xed(M)型,離開や偏位があり,
 側頭骨鱗部辺縁が頭頂骨外側を覆うoveriapping(0)の3型に分けられた。②男女間でC,S,M,
 0の4型の比率に有意な差はみられなかったが,男女ともに右ではC,S,M,0型,左ではS,
 C,M,0型の順で比率が高かった。右ではC型が半数以上,左ではC,Sの2型が大部分を占め
 C型とS型がほぼ同じ比率だった。③4型の比率に年齢群間での変化は少なかった。組織学的観察
 では,鱗状縫合部は,①基本的には結合組織線維東と豊富な脈管よりなり,結合組織線維は骨内に
 埋入していた。②基本構造の失われた変化として,膠原線維の硝子化,粗化,石灰化,走行の乱れ
 と,骨の癒合,改造,嵌合が認められた。それらの結果より,鱗状縫合部は,①レ線像での骨癒合
 の比率が右で約60%,左で約35%で,若年者から高齢者まで一定であったことから,加齢による骨
 癒合の傾向がないこと,②骨癒合を認めないS,M,0の3型は加齢との関係を示さず,外力の大
 きさや方向の違いにより各型が発生すること,③膠原線維の変性と機能的配列の喪失等の組織像は,
 加齢変化と機能的変化を示唆していること等を考察している。
 以上本論文は,多数例のヒトの頭蓋における鱗状縫合部のレ線像と組織像を用い,詳綴な観察に
 よる鱗状縫合部の形態分類と形態に及ぼす因子を洞察し,機能的意義への考察を行い,所見を開白
 にしたことは,口腔を構成する諸組織が頭蓋に及ぼす影響を検索する上で,今後の重要な基礎的お
 よび臨床的問題に寄与するところが大きい。よって本論文は博士(歯学)の学位授与に値するもの
 と認める。
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